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②学校と地域
の課題

02 青少年の
健全育成

地域学校コーディネーターを中
心に地域住民や学校からの声
をきき、漁業・林業体験から地
域学習、郷土食にかかわる体
験などを展開している。「山田
の学びプロジェクト」と共同で活
動を実施し、水産課や長寿福
祉課などの関係課と連携して
学習環境の充実に努めてい
る。体験で終わらせず、日々の
学習や生活に生かせるようなア
プローチ、学校との連携が今後
の課題のひとつである。

・地域学校コーディネーターを中心として
関係課や地域住民と連携し、安全で充実
した学習環境づくりに努める。
・近年不良が続いている「サケ調理」にか
わる学習内容の検討を行う。
・令和6年度から取り組んでいる林業学習
「しいたけ体験」を継続し、初めての収穫
となる令和9年度への見通しをもつ。
・地域からの声がけで実施した「米作り」
に関する体験学習の充実に取り組む。
・学校側との打ち合わせを綿密に行い、
体験を学習や生活に生かせるよう、留意
する。

・学校や地域からの要望をもとに、体験学
習等の実施にむけて調整を行っていく。
実施にあたっては打ち合わせを綿密に行
い、より高い学習効果が得られるよう留意
する。
・「サケ調理」の実施について早い段階か
ら検討し、地域の特色を生かした体験学
習が実施できるよう、関係者と連携を図
る。
・コーディネーターを中心に、ボランティア
や地域おこし協力隊との連携も視野に入
れ、各種体験学習の充実に努める。

・新たな活動を通して、学校がよ
り多くの地域住民とかかわる機
会が増え、地域と学校のつなが
りが強くなる。
・子どもを見守る地域の人々が
増え、健全育成や防犯対策につ
ながる。
・地域住民からの協力を得て活
動を実施することで、子どもたち
の地元への更なる愛着の形成に
つながる。
・体験学習が、学校での学習や
生活に生かされ、学力向上につ
ながる。

地域学校協働活動に
おける地域住民の参
画率（参加ボランティ
ア数/18歳以上75歳
未満の住民数）

4 % 5

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

令和８年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」仮申請関係様式

●令和８年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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市町村（組合を含む。）
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